
認知症イノベーションと認知症バリアフリーの次の一歩

家族、支援者の立場から

認知症の人と家族の会 和田 誠
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はじめに

私たちが今、立っている場所

現場からの視点

認知症の人と家族を支える立場で
見えてきたことをお伝えします

日本認知症官民協議会、認知症イノベーショ
ンアライアンス、認知症バリアフリー宣言、オ
レンジイノベーション。

これらの取組は非常に意義が大きく、ここ数
年で「コアとなる仕組み・方向性」が形になっ
てきました。

しかし今、私たちは「コアを創る段階」から「現
場の日常を変える段階」への橋渡しが問われ
ている重要な局面に立っています。
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成果と意義

これまでの取組がもたらしたもの
認知症イノベーション
アライアンス

本人や家族の声を取り入れ
た商品・サービス開発の枠組
みが整ってきました。
企業・自治体・医療・介護など
、多様な主体が同じテーブル
につく「場」としての価値が
根付いてきた感じがしてい
ます。

オレンジイノベーション

具体的な商品・サービスが
誕生し、本人・家族の日常を
支える実践的なソリューショ
ンが生まれています。

本人・家族と共に作っていく
という理念が一部の取り組
みでは実装されている感じ
がしています。

認知症バリアフリー宣言

さまざまな業種が賛同し、手
引きも整備され、方向性は共
有されてきています。
「認知症になっても行きやす
い店・サービス」が少しずつ
増えてきたという実感があ
ります。

コアな仕組み・ガイドラインが固まった今、次は"量と深さ"をどう広げるか。
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家族の声

支えながら、揺れながら

できる限り自
宅で、その人ら
しく暮らしてほ
しい

怒りたくないの
に、ついきつく
言ってしまう自
分がつらい

認知症の家族を支える人は、
愛情と罪悪感が同居する複雑な思いを
抱えながら生活しています。

中等度～重度の介護は24時間型で、先
が見えにくい。

家族自身の仕事、健康、生活、他の家族
との関係にも大きな影響が及びます。

それでも「一人の暮らし・人生を支えてい
るのだ」という誇りを持って頑張ってい
る家族が多いのです。
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家族から見た現実の課題

情報の届かなさ

サービスや制度、認知症
基本法、バリアフリー宣
言などの"仕組み"があ
っても、「どこに、何を、
どう相談すればいいの
か」がわからないまま、
限界まで抱え込んでし
まう家族が少なくあり
ません。

認知症基本法
の認知度

法律は施行されました
が、介護職・医療職でも
内容まで理解している
人は多くありません。
家族はなおさら「名前は
聞いたことがあるが、何
が変わるのかわからな
い」という声が多いのが
現状です。

サポーターの
見えにくさ

認知症サポーターは
1,600万人を超えます
が、その存在や活用方
法が見えにくい。「近く
にサポーターがいるな
ら、一緒に買い物に付
き添ってほしい」「少し
だけ話を聞いてほしい」
など、身近な支えにまで
つながっていません。
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課題の整理

「届いていない距離」をどう埋めるか

最後の一歩

商品→利用者支持者→家族

法→実践

仕組みは整ってきました。
しかし、それを必要としている人たちの日常に届ける「最後の一歩」が課題となっています。
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課題の詳細分析
01

認知症基本法の
「現場への翻訳」不足

法律には当事者の意思決定支
援や共生社会の実現など、家族
にとっても大きな意味を持つ理
念が盛り込まれています。
しかし、介護・医療の現場で「具
体的に何が変わるのか」、家族
にとって「どんな支援につなが
るのか」が十分に伝わっていま
せん。
困っている場面別(夜間の徘徊
、食事、入浴、金銭管理など)に
落とし込んだ"生活現場版の説
明"が必要です。
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認知症サポーター
1,600万人の「眠っ
ている力」
これだけ増えたこと自体は世界
的にも大きな成果です。しかし
家族から見ると、「どこにいるの
か、何をお願いしていいのかわ
からない」「実際の暮らしのどの
場面で頼っていいのかわからな
い」状況があります。施設や地域
行事の「顔の見える支え手」とし
て、家族介護者の「話し相手」「
小さな手助け」として、もっと具
体的な役割に位置づけることが
求められます。
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オレンジイノベーショ
ン商品の「流通と情
報」の壁
当事者の声を生かした良い商品
が生まれているのに、認知症の
人・家族・支援者はその存在を
知らないことが多い。「こんな商
品があるなら、もっと早く知り
たかった」という家族の声も多
いのです。福祉用具事業者のカ
タログ、ケアマネジャーが使う情
報集、認知症カフェや家族の会
の講演会やイベントでの展示な
ど、家族が実際に目に触れる場
所での情報発信が不足していま
す。 7



【ご提案】
公益社団法人 認知症の人と家族の会（日本アルツハイマー病協会）

の活動を、認知症社会の既存インフラとして
活用することのご提案

※全国での「つどい」「本人ミーティング」の開催回数、参加人数
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公益社団法人 認知症の人と家族の会（日本アルツハイマー病協会：AAJ）年間活動実績

※全国での「認知症カフェ」の開催回数、参加人数

【ご提案】 公益社団法人 認知症の人と家族の会（日本アルツハイマー病協会）の活動を、
認知症社会の既存インフラとして活用することのご提案
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公益社団法人 認知症の人と家族の会（日本アルツハイマー病協会：AAJ）年間活動実績より

※全国での「認知症コールセンター事業」への相談件数

【ご提案】 公益社団法人 認知症の人と家族の会（日本アルツハイマー病協会）の活動を、
認知症社会の既存インフラとして活用することのご提案

これとは別に本部コールセンターへは2024
年度2,454件の相談が寄せられています。

（延べ）
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公益社団法人 認知症の人と家族の会（日本アルツハイマー病協会：AAJ）年間活動実績より

※会報の発行部数、ホームページへの訪問者数

【ご提案】 公益社団法人 認知症の人と家族の会（日本アルツハイマー病協会）の活動を、
認知症社会の既存インフラとして活用することのご提案
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希望を持って、共に創る未来へ

これまでの取組により、認知症イノベーションアライアンス、認知症バリアフリー宣言、
認知症基本法という、しっかりしたコアは整ってきました。

これからの課題は、認知症の人と家族の日常の暮らしに、そのコアをどう届けるか
です。

認知症になっても、そして認知症の人を支える家族も、誰もが一人で抱え込まず、
希望を持って暮らし続けられる社会を、ここに集う皆さまと共に創っていきたい。

ご清聴ありがとうございました

一緒に、次の一歩を踏み出しましょう
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